
青森県の降水分布とその成盟

加瀬健治

1.はじめに

青森県の気候の第一合特色は，ひとつの県内に表日 裏目本式の両気候地域を合わせ持つ事

にあると言える。しかし，爵者は一線を画して明瞭に区分し得るものではなく，地惑などの影響を

受け，極めて按雑な分布状態を示すっ本論では，こうした青森県の気候分布を形成している様々な

気候要素のうち降水量に着目し，主に詩水分布といった観点から考察した。研究対象期間は 1954

-.. 83年の 30年間とし， ζの期間内において欠測等によりずータの得られない年が 3ヶ年以内であ

るζとを条件として第 1留に示す 16の観誤u点そ選び出し，主としてそのず」タを使用した。資料

は r青森熱気象月報Jr青森県農業気象 10年報Jr区内気象累年産欝Jを用いた。
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平年月蹄水量の 16地点平均値および 16地点における標準舗差
期間:1954-83年
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青森県ぬ蜂水量の季節変北第2呂

の季節変化の降水青森2. 

その 16地点における標準偏差及び各月の変各地点、の平年月降水量の 16地点平均値，第2

3月-5月には最も少これによると，青森築では8月・ 5月に降水量が最も多く，動部数を訴す。

3月，....10月には小さいなど，降

1k童とは異なった季節変化を示す。そこで，平年月降水量ぉ 16地点平均植を分母に，標章錫差を

po 

ない。一方，標準偏差は 12月・ 1月を中心とする各季に大きく，



にとって各月の変動揺数を求めたととろ，冬季に変動係数が大きく，夏季iこ小さくな

わかった。従って青森誤では降水量の地域差が冬挙に大きく，夏季に小さいと言芳.こ

と日本海{需の降水量の差が著しくなるととを示していると思われる。

3. 青森県の降水量の分布

( 1 )年降水量の分布

3誌は青森県における年降水量の分布を示す。津軽・下北地方で降水量が多く，県南西部の詣

神山地付近や津軽手島中部~北部で特に多いほか，野辺地付近に弱い多降水域が認められる。太平

洋長!jでは概して降水量が少なく，窮龍太平洋沿岸では特に少ない。また，三本木から黒おにかけて

少降水帯が内産に入り込み，黒~を中，むとする強い寡雨地域が津軽平野南部に認められる。

(2)月蜂水量の分布

次にそ5月の月降水量分布国を作成したところ，以下の特徴が認められた。冬季の月降水量の分高

は年鋒水量の分布パタ}ンと類似し，津軽・下北地方で降水量が多く三八・上北地方の特に南器で

少ない分布パタ山ン吾示す。また 12月-2月の厳寒患には青森在中心とする多降水域が;主演する。

春~秋季には月降水量の分布は年降水量の分布とは大きく異なtJ，黒石を中心とする少持水

域が津鰐平野甫部に卓越し，県下で最も降水量が少立くなる。この少降水域は6月・ 5月}こ

分布関iこ強く現われるが， 8月には比較的弱いものとなっている。

第 3国 青森県における年降水量の分布
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第4図 年降]j(量と月降水量の 16地点における顕位差

から見た暖候季・嬢犠撃の季節区分

(3)降本量の分布から見Tこ挙第区分

第ヰ図は 16地点のなかで年構水量の多いものから各地点に順位を付け.その)1慎位を各地点の月

蹄水量での順粒と比較し，両者の!鞍位差長月毎に合計し，その数値さとグラブ化することによって，

年降水量と月降水量の分和パタ…ンの一致性委表わしたものである。 5月から 9月までは.11員投差の

合計植が60前後と大きく，再者の分亮パタ…ンの一致性が抵いのに対し， 10--4月iこは順位差の

合計髄が30前後と小さく，両者の分布パターンの一致性が高い。こうしたことから，本論ではら

月からs丹までを暖候季，それ以外の月を寒候季と定義し，以下ζの季館区分に従って考察さと進め
ることとした。第5国は緩候季・寒候季の蜂水量の分布告示す。

4. 黒石の寡爵額向について

これまで兎てきたように，青森県に立さいては，降水量分布図を描くと黒石を中心とする寡雨地域

が津軽平野南部に認められる。そこでζの点に着目し，さらに考察を加える ζととした。

( 1 )黒石の降水量の特徴

5図は，平年月降水量について， 16地点iこま3ける黒忍の院本量の標準正規変量を示したもの

で主うる。なお，標準正規変量とは次の式で、求められるものである。

標準正規変量 :zニ (x-μ)-;-σ 

(ρ:平均麓 σ:標準偏差〉

← 18 





にの場合，標準正規変撃が大きい誌どその月の黒石の平均月降水量が 16地点のなかで棺対的に

多いことを， いほど少ないこと 全体的には冬季に標準正規変量が大きく，夏季に小さ

くなっており， 6月及びs月に黒石の寡雨傾向が最も強い。また， ある?月・ 8月

くなっており，黒石の寡雨傾向が弱いことがわかる G 第5留に示したよう

に，先に忠義した畷候季 e寒候季の季節区分に従って，各々について最も標準正規変量が小さな月

を黒石におけ ，最も大きな月を多前月として取り上げ，この4ヶ月ιついてさら

力日えることとした。

(2)黒石の降水農に対する県下の降水分布パターン

前節で取り上げた4つの月について， 30年間の各年について 16地点における 降水

量の標準正規変量を求め，その数f産省と用いて各々の月毎iこ特に寡雨傾向或いは多雨傾向が鎮著であ

った年を 2ヶ年づっ選び出した。 eさらに という数値を設定し，それらの年月のなかでも

寡雨額向或いiま多雨傾向が特に顕著で、あった日を 3日程度づっ選び出し， その昌降水量分布図惑と

作成した。なお， は，黒石の日韓水量から 16地点平均日降水量を51~ を黒石の

月降水震か今日地点平均月降水量を引いた差で除し，それを在分率で表わすと二とによって，そ

の日の日降水量での 16地点平均積と

表現したものである。
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a) 黒石が少韓オくであった場合

黒石が特に少降水であった場合の県下の日降水量分布としては，ニつのパターンに大期されると

思われる。ひとつは，野辺地付近に多雨軸が見られるか太平洋岸南部が多降水であるもの，もうひ

とつ法太平洋淳一南部の陣水量が少ないか全体的lこ変化の少ないあいまいな分布パタ}ンを訴すもの

で為る O

b) 黒石が多降水であった場合

黒石が多降水であった事例のうち8丹については，そのいづれの事夢jも黒石を中心とする羅めて

強い多降水域が県中央部に広がる日降水量分布を示している 12j]については，鯵ケ沢で最も降

水量が多く，鯵ケ沢から黒石にかけて弱い多降水域が伸びる日降水量分布を示しているものが多い

が，そ と、く少ないものとなっている O

(3)黒石の詩水量と気圧配謹

次に，こうした黒石における多降水日・少蜂京日C県下の緯水分布ノミタ}ンと，その日の午前9

時の地上天気閣の気圧配置との関係について検討した。それによると，黒石が少詩水であった事例

については，いずれの事例も日本付近には複数の低気圧があって気圧の谷となっているほか呂本語

に雲気圧が認められる。この日本瀧の低気圧の位置に県下の降水分布は大きく主右され，低気圧の

位量が青森県から近い法ど巣下全捧に時水量が多くなり，このとき野辺地付近の多雨軸や黒石の寡

雨傾向がより明瞭に現われる。黒石か多得ふよあった事伊jおうちs丹については，日本付近には複
数の台風もしくは熱帯低気圧が認められる 12月については，全較的には西高東低冬型の気圧配

置を示している

4. ま と め

青森県における年務水量の分砲は，主に冬季の降水分者i二支配されるのこれは冬季に降水量の地

域差が大容くなるためであり，こうした事から

寒候季d二一致性の低い暖候季に明瞭に区分される。ま

丹時水量の分布パタ…ンの一致性が高い

時水量分布留を描くと，そこに黒石を中

心とする謀関地域が認められた。そにで，黒石が特に少降水或いは多降水であった臼を標準正規変

量や「寄与率Jを用いて選び出し.その日の県下の降水量の分布と気圧配置との関孫について検討

関}こまちる程変の関連性を見出すことができた。しかし，本論では対象として取り

上げた事例数が極めて少立いため，本論で得られた結呆惑と一般的額向としてとらえることができる

かというにとについては疑問が残るが，これについては今後の課題としたいと，思う o

とめるにあたり，終始御指導下さつ

いただいた教育学部の水野硲先生，後藤雄ニ先生に対し，厚くお礼申
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